
　
風
邪
が
は

や
っ
て
い

る
。
処
方
し

た
い
薬
剤
が

目
前
に
な
い
。
薬
剤
問
屋
に
頼

ん
で
も
、
置
き
薬
が
切
れ
た
の

か
、
届
け
て
も
ら
え
な
い
▼
社

会
経
済
の
動
き
は
生
産
、
貯

蔵
、
運
搬
・
売
買
、
購
入
、
消

費
の
循
環
か
ら
な
る
も
の
で
、

生
産
・
流
通
が
途
絶
え
れ
ば
ど

う
し
よ
う
も
な
い
。
Ｔ-

ド
ラ

イ
シ
ロ
ッ
プ
が
当
院
の
薬
棚
か

ら
な
く
な
り
、「
冬
場
に
な
れ

ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
は
や
る

と
分
か
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、

早
め
に
作
り
置
き
し
て
く
れ
て

い
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
」
と
、

小
児
科
医
の
妻
の
機
嫌
が
悪

い
。
仕
方
な
く
成
人
用
カ
プ
セ

ル
か
ら
抜
き
取
り
、
乳
糖
を
混

合
し
て
分
包
し
、
何
と
か
つ
じ

つ
ま
を
合
わ
せ
る
。
華
岡
青
洲

の
時
代
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
な

工
夫
で
あ
る
▼
保
険
薬
価
が
毎

回
下
が
り
、
生
産
ラ
イ
ン
を
回

せ
ば
、
そ
の
う
ち
赤
字
と
な
る

の
は
当
然
の
帰
結
で
、
一
般
診

療
所
の
小
児
科
用
な
ど
薬
価
の

低
い
薬
剤
は
つ
い
に
は
生
産
で

き
な
く
な
る
。
そ
ん
な
時
代
に

達
し
た
よ
う
で
あ
る
▼
薬
価
基

準
は
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

（
健
康
保
険
法
第
76
条
2
項
、

国
民
健
康
保
険
法
第
45
条
2

項
）
が
、
適
正
に
す
る
た
め
市

場
実
勢
価
格
が
調
査
・
算
定
さ

れ
る
（
健
康
保
険
法
第
77
条
、

2
0
2
2
年
2
月
9
日
保
発
0

2
0
9
第
1
号
）。
市
場
経
済

的
に
は
値
下
げ
し
て
売
買
さ
れ

る
の
で
、
実
勢
納
入
価
は
通
常

保
険
薬
価
よ
り
安
く
な
る
。
製

造
・
販
売
業
者
の
方
か
ら
も
、

生
産
ラ
イ
ン
を
止
め
な
く
て
済

む
よ
う
毎
回
薬
価
基
準
を
下
げ

な
い
で
と
陳
情
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
ろ
う
。

（
卯
蛍
）

2
0
2
4
年
度

の
診
療
報
酬
改
定

の
内
容
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。

医
療
従
事
者
の
賃

金
の
確
保
と
併
せ

て
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
2
0
4
0
年
を
見
据
え

た
医
療
提
供
体
制
の
充
実
が
期

待
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
逼

迫
し
た
医
療
提
供
体
制
の
克
服

も
切
実
な
課
題
だ
。
し
か
し
、

医
療
費
適
正
化
、
医
療
資
源
の

効
率
的
・
重
点
的
な
配
分
、
医

療
Ｄ
Ｘ
を
通
じ
た
経
済
成
長
へ

の
貢
献
を
目
指
す
内
容
は
そ
の

充
実
に
程
遠
い
内
容
で
あ
る
。

　
一
方
、
協
会
が
取
り
組
ん
で

き
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
「
留
め
置

き
」
問
題
は
若
干
の
前
進
も
あ

る
。
高
齢
者
の
急
性
疾
患
の
受

け
入
れ
体
制
が
打
ち
出
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
急
性
期
病
棟
か

ら
の
移
行
先
の
側
面
が
あ
る
も

の
の
、
急
性
期
病
棟
と
連
携
す

る
地
域
包
括
医
療
病
棟
が
新
設

さ
れ
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン・

栄
養
管
理
・
入
退
院
支
援
・
在

宅
復
帰
な
ど
の
機
能
が
強
化
さ

れ
た
。
急
性
期
病
棟
で
も
強
化

す
る
方
針
だ
。
全
体
と
し
て
高

齢
者
の
特
徴
に
対
応
し
た
救
急

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
が
一
歩

進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
日
本
老
年
医

学
会
、
日
本
救
急
医
学
会
、
日

本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学

会
な
ど
が
年
齢
差
別
を
排
す
る

声
明
を
繰
り
返
し
出
し
て
き

た
。「
わ
れ
わ
れ
医
療
者
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ま
へ
の
医
療
提

供
を
一
律
に
年
齢
で
区
切
る
よ

う
な
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
」

と
い
う
日
本
救
急
医
学
会
の
表

明
が
代
表
的
だ
。
介
護
施
設
な

ど
と
協
会
が
取
り
組
ん
で
き
た

留
め
置
き
の
問
題
意
識
と
も
重

な
る
。
協
会
な
ど
の
運
動
と
世

論
が
反
映
さ
れ
た
面
が
あ
る
。

　
引
き
続
き
注
視
す
べ
き
課
題

も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
見
ら
れ

た
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
（
蘇
生
措
置
不
同

意
）
に
対
す
る
誤
解
は
そ
の
一

つ
で
あ
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
は
「
心

停
止
時
に
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
行
わ
な
い

が
そ
の
他
の
医
療
・
看
護
行
為

は
全
て
実
施
す
る
」
こ
と
だ
。

日
本
集
中
治
療
医
学
会
の
会
員

調
査（
16
年
）で
は
「
認
知
症
、

高
齢
、
日
常
身
体
活
動
能
力
が

低
い
、
身
寄
り
が
な
い
、
緊
急

入
院
な
ど
の
患
者
に
、
一
人
の

医
師
が
1
回
の
説
明
と
同
意
の

み
で
、
あ
る
い
は
患
者
（
患
者

家
族
）
の
意
思
確
認
な
し
で
Ｄ

Ｎ
Ａ
Ｒ
を
決
定
し
、
酸
素
投
与

か
ら
生
命
維
持
装
置
に
至
る
治

療
の
不
開
始
、
差
し
控
え
、
中

止
を
日
常
的
に
実
施
し
て
い

る
」
実
態
が
報
告
さ
れ
た
。
同

学
会
の
努
力
で
18
年
に
は
Ｄ
Ｎ

Ａ
Ｒ
の
理
解
度
は
上
が
っ
た

が
、
課
題
も
多
い
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
教
育
、
臨
床
倫
理
支
援

の
仕
組
み
な
ど
広
範
に
及
ぶ
。

集
中
治
療
に
限
ら
ず
全
て
の
医

療
機
関
の
課
題
と
い
え
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
「
高
齢
者
は

集
団
自
決
を
」
発
言
と
映
画

『
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
75
』
の
不
気
味
な

符
合
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

苦
し
み
揺
ら
ぐ
人
と
家
族
に
医

療
が
寄
り
添
い
、
患
者
と
医
療

者
の
溝
を
埋
め
て
い
く
努
力
を

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
良

い
医
療
を
実
現
す
る
た
め
に
最

も
大
切
な
こ
と
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
で
浮
上
し
た
年
齢
差
別

患
者
に
寄
り
添
う
努
力
が
課
題
に

　
マ
イ
ナ
保
険
証
は
ト
ラ
ブ
ル

多
発
で
利
用
率
が
低
迷
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
は
24

年
12
月
に
紙
の
保
険
証
を
廃
止

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
、
23
年
10
月
以
降
の

実
態
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
ト
ラ
ブ
ル
事
例
ア
ン

ケ
ー
ト
第
3
弾
を
実
施
し
た
。

全
国
結
果
は
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
が
1
月
31
日
に
公
表
。

23
年
11
月
末
か
ら
24
年
1
月
初

旬
に
実
施
し
、
8
6
7
2
医
療

機
関
が
回
答
し
た
。
京
都
府
内

の
医
科
医
療
機
関
は
3
4
2
医

無回答 7％

名前や住所が
●で表記される

資格情報の
無効がある

カードリーダーで
エラーが出る

該当の被保険者
番号がない

名前や住所の間違い

負担割合の齟齬
他人の情報が

紐づけられていた
間違った医療情報が
紐づけられていた

健康保険証で
資格確認した

前回来院時の情報を
もとに対応した

保険者に連絡をして
相談した

レセコンメーカーに
相談した

コールセンターに
連絡した

廃止後は受付業務に
忙殺される

診察の待ち時間が
長くなる

スタッフを増やして
対応せざるを得ない
一定落ち着いている

なかった 33％あった 60％

賛成 7％

延期すべき 19％

保険証は残すべき 74％

1％

1％

16％

18％

8％

15％
19％

46％

60％

15％

22％

34％

87％

29％

36％

50％

64％

療
機
関
か
ら
集
約
。
回
答
は
全

国
と
ほ
ぼ
同
傾
向
が
見
て
と
れ

る
。

　
京
都
の
結
果
は
、
23
年
10
月

以
降
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
の

は
60
％
（
図
1
）。
内
容
は「
名

前
や
住
所
が
●
で
表
記
さ
れ

る
」
64
％
、「
資
格
情
報
の
無

効
」50
％
な
ど
（
図
2
）。
ト
ラ

ブ
ル
対
処
に
は
87
％
が
「
健
康

保
険
証
で
資
格
確
認
し
た
」
と

答
え
て
い
る
（
図
3
）。資
格
確

認
で
き
ず
に
い
っ
た
ん
「
10
割

負
担
を
請
求
」
し
た
事
例
も
18

医
療
機
関
46
件
判
明
し
た
。

　
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
た
場
合

の
受
付
業
務
に
つ
い
て
、
60
％

の
医
療
機
関
が
「
廃
止
後
は
受

付
業
務
に
忙
殺
さ
れ
る
」、
46

％
が「
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
」

と
答
え
て
い
る
（
図
4
）。「
保

険
証
は
残
す
べ
き
」
が
74
％
、

「
延
期
す
べ
き
」
が
19
％
で
、

「
賛
成
」
は
7
％
に
と
ど
ま
る

（
図
5
）。

　
わ
ず
か
4
％
程
の
マ
イ
ナ
保

険
証
利
用
率
で
混
乱
が
生
じ
、

そ
の
確
認
手
段
と
し
て
紙
の
保

険
証
が
不
可
欠
な
状
況
で
の
廃

止
強
行
に
、
現
場
は
強
い
不
安

を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
国

の
方
針
は
利
用
率
向
上
に
偏
重

し
て
い
る
。
今
後
、
利
用
率
が

増
加
し
た
医
療
機
関
へ
の
補
助

金
、
利
用
実
績
に
応
じ
た
評

価
、
公
的
医
療
機
関
等
へ
の
利

用
率
の
目
標
設
定
要
請
な
ど
を

行
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
推

し
進
め
る
国
家
公
務
員
の
利
用

率
（
11
月
の
厚
労
省
4
・
88

％
）
自
体
も
低
迷
し
て
い
る
の

は
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
に
不
安

や
不
便
さ
を
感
じ
て
い
る
現
れ

と
も
と
れ
る
。

　
協
会
は
今
後
も
、
保
険
証
廃

止
反
対
を
求
め
て
い
く
。

　保団連は待合室キャンペーンとして「ク
イズで考える私たちの医療」に取り組ん
でいます。患者さんに答えてもらい、切
手を貼って６月30日までに投函してもら
います。全問解答いただいた方の中から
抽選で景品をプレゼントします。
　本紙に見本を１部同封していますので、
追加をご希望の場合は、協会までご連絡
下さい。

図１ トラブルの発生

図２ トラブルの内容

図３ トラブルの対処法

図４ 廃止された場合の受付業務

図５ 保険証の廃止について

　
当
院
に
は
食
べ
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
疾
患
を

中
心
に
子
ど
も
か
ら
大
人
の
方
が
来
院
さ
れ
ま
す
。

「
保
険
証
廃
止
反
対
」
の
署
名
を
集
め
よ
う
と
思
っ

た
の
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
が
き
っ
か
け
で
、
北

海
道
の
友
人
の
開
業
医
3
人
が
閉
院
し
た
こ
と
で

す
。
3
人
と
も
食
べ
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
専
門
に
診
て

い
ま
し
た
。
私
た
ち
専
門
家
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
的
な

存
在
の
友
人
、
閉
院
に
は
ま
だ
早
い
若
い
友
人
、
医

師
を
辞
め
有
機
農
業
を
始
め
た
友
人
で
す
。
こ
の
出

来
事
に
私
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
は
医
薬
品
不
足
も
深
刻
で
す
。「
処
方
す
る
薬

が
な
く
な
り
、
患
者
さ
ん
が
半
分
に
減
っ
た
」
と
言

う
小
児
科
医
の
友
人
も
い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
政

策
で
保
険
診
療
は
抑
制
さ
れ
る
一
方
、
製
薬
会
社
の

利
益
は
高
額
医
薬
品
な
ど
で
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
わ
寄
せ
は
患
者
さ
ん
と
医
療
機
関
に
来
ま
す
。

　
署
名
を
中
待
合
に
置
い
た
と
こ
ろ
、
患
者
さ
ん
が

次
々
と
署
名
し
て
く
れ
ま
し
た
。
患
者
視
点
が
置
き

去
り
に
さ
れ
て
い
る
最
近

の
医
療
政
策
に
は
疑
問
を

感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
の

医
療
が
守
ら
れ
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。

医
療
法
人
鈴
木
診
療
所

鈴
木
富
美
医
師
（
左
京
）

マイナ問題を機に友人の診療所が閉院 大きなショック

調査期間＝2023年12月13日～18日
調査方法＝ファクス
調査対象＝ファクス登録会員1740
回 答 数＝ 342（回答率20％）

診療所297（87％）
病院45（13％）

協会会員アンケート

オン資実態調査 ［第３弾］ 公表
23年10月以降も６割でトラブル23年10月以降も６割でトラブル

2 0 2 4 年 (令和 6年) 3 月 1 0 日 第 3 1 6 5 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

主な内容

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

●医師賠償責任保険
● 休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）
●針刺し事故等補償プラン
● 自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

理
事
長
談
話

三
大
慢
性
疾
患
診
療
に
大
変
化
を
強
要
（
2
面
）

特
例
対
象
を
解
説
白
色
申
告
説
明
会
（
3
面
）

地
区
と
の
懇
談（
宇
治
久
世
）
（
6
面
）

保
団
連
版
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
始
め
ま
す



　中医協は２月14日、2024年度診療報酬改定につい
て答申した。
　医科本体プラス0.52％とされるが、蓋を開けてみ
れば「生活習慣病を中心とした管理料・処方箋料等
の効率化・適正化」マイナス0.25％の影響により、
汎用点数の多くが引き下げられており、愕然とし
た。小泉政権下による2002年度マイナス1.3％、
2004年度±０、2006年度マイナス1.36％と並ぶ、衝
撃的な実質引き下げとなる恐れがある。

初・再診料引き上げも吹き飛ぶ
汎用点数の引き下げ

　初診料３点、再診料２点、外来診療料２点、小児
科外来診療料および各入院料の引き上げは、十分と
は言えないものの、基本診療料の引き上げを繰り返
し要求した診療報酬改善運動の成果である。静脈血
採取、各注射の手技料も若干引き上げられた。
　一方で、特定疾患処方管理加算１の18点の廃止、
同２の10点引き下げ、処方箋料の各８点引き下げ、
薬剤情報提供料の６点引き下げ、生化学（Ⅰ）10項目
以上の３点引き下げ、眼底三次元画像解析、耳垢栓
塞除去、30分未満の通院・在宅精神療法やトリガー
ポイント注射など、汎用点数の引き下げが目に余る。
　新型コロナの特例も点数表の中に溶け込んだが、
点数は大幅に引き下がっている。なお、外来感染対
策向上加算の施設基準が第二種協定指定医療機関で
あることに変更されている。今年12月末までに届出
直しが必要だ。
　外来・在宅、入院のベースアップ評価料が新設さ
れたが、請求や窓口担当の事務職員は対象ではない。

外来
糖尿病・脂質異常症・高血圧の
医学管理は生活習慣病管理料で

　特に特定疾患療養管理料、特定疾患処方管理加算
の対象疾患から糖尿病、脂質異常症、高血圧が除外
された影響は大きい。これら慢性疾患の医学管理
は、新設された生活習慣病管理料（Ⅱ）333点を算定
する流れへの移行が想定される。333点とは特定疾
患療養管理料225点＋外来管理加算52点＋特処長56
点と同点数だが、点数の性質、算定要件は大きく異
なる。特定疾患療養管理料は「プライマリケア機能
を担う地域のかかりつけ医師が計画的に療養上の管
理を行うことを評価」した点数だ。
　一方、生活習慣病管理料は「生活習慣に関する総
合的な治療管理を行った場合」に算定するとされ、
初回およびおおむね４月に１回以上は療養計画書の
交付が求められる。また、月１回しか算定できず、
悪性腫瘍特異物質治療管理料、診療情報提供料（Ⅰ）、
薬剤情報提供料をはじめ、ほとんどの医学管理料と
外来管理加算が包括される。（Ⅰ）と異なり（Ⅱ）は検
査、病理診断、注射が包括外とはいえ、外来医療に
おける診断群別包括支払い拡大の幕開けにならない
か懸念する。

　1943（昭和18）年の点数表創設以来、内科再診料
として存在し、現在は丁寧な問診の評価として設定
されている外来管理加算の行く末も、次回以降の改
定でどうなるか懸念事項である。

在宅
引き下げられ、細分化された
在医総管・施医総管

　退院時共同指導料１を算定し、退院後、往診だけ
で亡くなられた場合もターミナルケア加算、看取り
加算が算定できるようになったことは評価できる。
　一方、在宅時医学総合管理料、施設入居時等医学
総合管理料が15点ずつ引き下げられた上に、より逓
減された20～49人、50人以上の区分が新設され細分
化されたことは遺憾だ。直近３カ月の訪問診療回数
が2,100回以上で、直近１年間の看取り実績20件以
上等の要件を満たさない場合は、改編された10人以
上の３区分は100分の60に減額される。
　強化型支援診・支援病で各年５～７月の訪問診療
の回数が一定数を超える場合は、次年１月から在宅
データ提出加算の届出を行うこととされた。
　新型コロナ流行期において、感染を嫌い往診・訪
問診療が増加した傾向はあるだろうが、回数に着目
してペナルティのような減額やデータ提出を課すの
は問題だ。

医療ＤＸ
マイナス分はＤＸ推進で
補えというのか

　汎用点数引き下げの反面、初診料に医療ＤＸ推進
体制整備加算８点が新設された。オンライン請求、
オン資確認、マイナポータルから得られる診療情報
の活用に加えて、①電子処方箋発行体制②電子カル
テ情報共有サービス活用③マイナ保険証の一定程度
の利用実績④電子的診療情報を活用している旨の院
内掲示と⑤「④」のウェブ掲載等が施設基準である。
①は25年３月末まで、⑤は25年５月末まで、②は25
年９月末まで経過措置がある。③は24年10月１日適
用である。つまり、オンライン請求、オン資確認、
電子的診療情報の活用と④を満たしていれば、届け
出ることで改定後から算定が可能だが、期日までに
①②③⑤基準を満たす必要がある。「医療ＤＸ」推
進の評価はともかく、政府の掲げたスケジュールに
何が何でも間に合わせるために点数のパイを付け替
え、目の前にぶら下げた感がある。「療養の給付」
として妥当か甚だ疑問だ。

入院
地域包括ケアの完成形とは急性期医療
から高齢者を遠ざけることだったのか

　入院では政府が目指す“地域包括ケアシステムの
完成形”を見せられた感がある。
　急性期一般入院料１（７対１）の平均在院日数が
２日間短縮された。同１の「重症度、医療・看護必
要度」の該当患者の評価対象からＡＤＬ評価である
Ｂ項目が除かれ、割合①（「Ａ３点以上」または
「Ｃ１点以上」該当割合）および割合②（「Ａ２点以
上」または「Ｃ１点以上」該当割合）の両者を一定
割合満たすことが必要になった。必要度Ⅰでは割合
①21％以上かつ割合②28％以上、必要度Ⅱでは割合
①20％以上かつ割合②27％以上が必要だ。なお、急
性期一般病棟入院料２～５の該当患者の基準に変更
はないが、該当患者割合には変更がある。

　評価項目もＡ項目「１創傷処置」（重度褥瘡処置
の評価の削除）「３注射薬剤３種類以上」（アミノ
酸・糖・電解質・ビタミンの静脈栄養の除外）「６
専門的な治療・処置（抗悪性腫瘍剤の内服・注射の
使用割合の厳格化）」「７緊急入院必要状態（救急搬
送後の入院の評価日数の短縮）」等で厳しく変更さ
れた。中医協ではシミュレーションを行い、最も厳
しい変更で約２割が入院料１から脱落すると予想さ
れた。今回の変更はそれより若干緩和されたものの
かなり厳しい変更である。「重症度、医療・看護必
要度」が急性期病床減らしの方法として使われてい
ることは問題であり、許しがたい。
　一方、急性期一般入院料２～５（10対１ベース）
に対しては、新設の特定入院料である地域包括医療
病棟入院料（3,050点／１日）への移行が誘導され
ている。主に高齢者の急性期医療を担う役割を期待
されているようだが、リハビリ、栄養管理が要件付
けられた回復期機能、さらに高い在宅等復帰率を達
成する移行療養的な慢性期機能をも担わされてい
る。従来からの政府の説明である「患者から見て分
かりやすい病床機能の分化」とは真逆の「多機能化」
であり、実際に地域で求められていたのが、このよ
うな多機能病床であったことを認めた側面がある。
すなわち、「機能分化論」が実は「７対１病床」の
削減のための方便で、論としては破綻しつつ、そこ
を糊塗して「実」を取った改定で、今後次期「地域
医療構想」に大きな影響をもたらすと推測される。

中医協の形骸化に歯止めを

　保団連の中医協レポートを通読すると、支払側が
医療現場を無視した突拍子もない提案を行い、診療
側が反論するも、公益側が支払側に賛意を示し、結
果的に公益裁定で支払側の主張に近い形で落とし込
まれている内容が散見される。「ドアインザフェイ
ス」営業を見せられているようであり、鼻白むとと
もに怒りを覚える。１月31日の中医協では診療側の
長島公之委員が「最近の公益委員の発言について
は、安心して公益裁定に委ねにくい。中医協での言
動には公正・中立であることを自覚すべき。公益裁
定結果には責任が伴うことも自覚すべき」と批判し
た。もっともな指摘だ。
　23年３月１日に中医協公益側委員を辞した関ふ佐
子氏（横浜国立大大学院国際社会科学研究院教授）
は退任に当たり、「中医協の存在意義を揺るがすよ
うな政策決定が最近増えており大きな危惧を覚え
る」「協議を軽視するかのような政治の介入を残念
に思う」「議論のプロセスを吹き飛ばすような政策
決定は、じわじわと日本の医療保険制度の根幹をむ
しばんでいく。政治家等には中医協の形骸化の弊害
をしっかりと認識してほしい」と述べている。国会
議員や中医協委員にこの想いは届いているのだろう
か。
　今回も大臣合意で改定財源の使い道のほとんどが
決定された。中医協の検討に委ねられた財源は、こ
の間、20年度0.47％、22年度0.23％、24年度0.18％
と激減している。そのため、改定内容はパイの喰い
合いの様相を呈しており、診療所と病院、診療科ご
との分断を誘引しかねない状況だ。中医協の正常化
も求めて行く必要がある。各科の変更内容の解説
は、次号以降の本紙に掲載する「2024診療報酬改定
こうみる」に委ねたい。

中
医
協
答
申

こ
う
み
る

外来での三大慢性疾患診療に大変化を強要
診療所狙い撃ちのドラスティックな実質マイナス改定
病院再編促し、高齢者を急性期から遠ざけ、地域完結の医療へ

理事長談話

2024年２月22日
京都府保険医協会
理事長　鈴木　卓
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協
会
は
、
京
都
下
鴨
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士

法
人
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税
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催
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イ
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控
除
を
解
説
。
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従
業
員
に
一
任
し
て

い
る
際
に
、
予
防
接
種
希
望
者

か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
が
、
登
録
し
て

い
な
い
場
合
は
登
録
し
て
い
な

い
旨
を
は
っ
き
り
伝
え
れ
ば
よ

い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

不
算
入
の

明
細
書
提
出
を

　
電
子
帳
簿
保
存
法
は
、
法
律

自
体
は
25
年
ほ
ど
前
に
成
立
し

て
い
た
が
、
1
月
1
日
か
ら
の

改
定
で
本
格
稼
働
し
た
と
解

説
。
1
月
か
ら
は
紙
で
発
行
さ

れ
た
請
求
書
等
も
電
子
化
し
た

上
で
保
存
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
の
誤
解
が
多
い
が
、
紙
で

発
行
さ
れ
た
も
の
は
今
ま
で
通

り
紙
で
保
存
し
、
紙
が
発
行
さ

れ
な
い
も
の
は
電
子
で
保
存
す

る
必
要
が
あ
る
と
説
明
し
た
。

保
存
要
件
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
と
し
た
。

　
続
い
て
、
確
定
申
告
書
第
1

表
・
第
2
表
、
収
支
内
訳
書
、

収
支
内
訳
書
付
表
の
記
入
方
法

を
説
明
。
物
価
高
騰
対
策
等
の

補
助
金
の
計
上
方
法
の
注
意
点

に
も
言
及
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
用
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

は
10
万
円
以
上
の
場
合
、
固
定

資
産
に
あ
た
り
、
所
得
税
法
で

国
庫
補
助
金
等
の
総
収
入
金
額

不
算
入
の
特
例
が
規
定
さ
れ
て

い
る
と
解
説
。
国
庫
補
助
金
等

を
も
っ
て
そ
の
固
定
資
産
を
取

得
し
た
場
合
は
、
取
得
に
相
当

す
る
金
額
を
総
収
入
金
額
に
算

入
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
確
定
申
告
時
に
「
国
庫

補
助
金
等
の
総
収
入
金
額
不
算

入
に
関
す
る
明
細
書
」
を
提
出

す
る
こ
と
で
特
例
対
象
に
な
る

と
助
言
し
た
。

　
そ
の
他
、
23
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
の
重
要
項
目
、
医

療
費
控
除
の
注
意
点
な
ど
を
解

説
し
た
。

補助金でオン資カードリーダー購入
総収入金額不算入の特例対象に

白色確定申告説明会

タ
ニ
ヤ
フ
政
権
イ
ス
ラ
エ
ル
に

よ
る
ガ
ザ
地
区
パ
レ
ス
チ
ナ
人

に
対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
集

団
虐
殺
）
が
典
型
を
示
す
よ
う

に
、
天
災
だ
け
で
は
な
く
人
災

（
＝
戦
災
）
に
備
え
る
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
確
保
・
充

実
の
課
題
は
、
今
や
平
和
的
生

存
権
保
障
に
と
っ
て
、
最
優
先

の
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ

て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
憲
法
前
文
は
「
わ
れ
ら
は
、

全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く

恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、
平
和

の
う
ち
に
生
存
す
権
利
を
有
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
」
と
、
平

和
的
生
存
権
を
高
ら
か
に
謳
っ

て
い
る
。
こ
の
前
文
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
恐
怖
と
欠
乏
か
ら

の
解
放
」
で
あ
り
、
能
登
半
島

地
震
の
被
災
者
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

お
よ
び
ガ
ザ
地
区
の
戦
災
者
が

講
師
の
鴨
井
氏

　2024年度税制改正大綱のポイント、イン
ボイス制度・電子取引保存義務化の対応と
問題点、その他日常業務での税務について
丁寧に解説。確定申告や日々の業務にご活
用下さい。
※ 本紙第3163号（２月
10日発行）で会員に
１冊お届け済み。追
加購入をご希望の場
合は協会まで。

1,500円
（税・送料込）

月刊保団連

保険医の経営と税務
2024年版

神
戸
大
学
名
誉
教
授
　
二
宮
厚
美

対
抗
軸

対
抗
軸
をを

探
る
探
る
3

再び“エッセンシャルワークかブルシットジョブか”
国内外で最優先の課題に

2 0 2 4 年 (令和 6年) 3 月 1 0 日 第 3 1 6 5 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

● 万が一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障。
●  保険金は500～6,000万円から選択できます
（年齢により加入できる保険金額は異なります）。
●  新規加入は保険年齢70歳まで。継続加入は
加入資格を満たす限り保険年齢75歳まで。

●  本人と併せて配偶者（3,000万円まで）、お子
様 （ 3 ～22歳・400万円まで）も加入できます。

●  １年ごとに収支計算を行い、 剰余金が生じ
た場合は、 配当金を受け取れます。

※毎月10日締切で受付。効力発行は 2 カ月後の 1 日から。

※告知内容によっては告知書の提出と診査が必要な場合があります。

※ 加入時に保険医共済会への
入会 （入会金1,000円） が別
途必要です。

配当率20.67%
（2022年度実績）

※ 年間保険料に対する割合

生命保険グループ保険グループ保険

2024年度のパンフレッ
トを本紙に同封しました。

個別加入の場合
過去３カ月以内の医師の診断・治療・投薬状況、過
去１年以内に病気・ケガで14日以上の治療等を受
けたか

⬇
告知日現在、入院あるいは入院の予定があるか、過
去１年以内に病気で14日以上の入院をしたか

院長とスタッフ全員加入の場合

過去の既往症にかかわらず、加入者ごとの個別告知不要の
「一括告知制度」があります

【加入要件】
● １医療機関５人以上で、会員の医師と正職員のスタッフ
全員 （パート職員の加入も可）が加入すること
● 加入者はけがや疾病により就業不能となっておらず、年
１回以上の健康診断を受診していること

2024年１月１日始期より

健康状況の告知を
簡素化

京都府保険医協会の京都府保険医協会の

休業補償制度休業補償制度
加入しやすく

なりました

旧

新



日　時 ４月20日 （土） 14時～16時
講　師   早稲田大学理工学術院 創造理工学部 

経営システム工学科教授　小松原 明哲 氏
〈講師コメント〉　患者や医薬品の取り間違え、投与失念
などのヒューマンエラーも、時に重大な医療事故につな
がりかねません。医療業務を確実に行うためには、当事
者の適切な注意に加えて、ミスの生じにくい業務環境作
りも求められます。一般産業では古くからそれらへの取
組みがなされており、医療現場においても有益なものが
とても多いです。今回はヒューマンエラーの防止への基
本的な考え方と、現場ですぐに実践できる効果的な防止
テクニックを紹介します。

日　時 ３月16日（土） 14時～16時
講　師   埼玉県立精神医療センター副病院長　

成瀬 暢也 氏
〈講師コメント〉　 
一般医療現場では、情動不安定であったり、攻撃的で
あったり、被害的になったり、自分を傷つけるなど、精
神疾患が疑われる患者に対応せざるを得ないことがあり
ます。そのような患者に適切に対応するためには正確な
アセスメントが不可欠です。対応に苦慮する患者の背景
に何があり、どう対応すればいいか、日常的に見られる
具体的事例を基に皆さんと考えます。

ヒューマンエラーの防止策
安全人間工学の立場から

第３回
精神疾患が疑われ対応に苦慮する
患者とどうかかわるか

2 0 2 3年度  医療安全講習会

参加費
無料

1
　
は
じ
め
に

　
医
薬
品
は
、
こ
れ
に
添
付
す

る
文
書
な
ど
に
、
用
法
、
用
量

そ
の
他
使
用
お
よ
び
取
扱
い
上

の
必
要
な
注
意
な
ど
を
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
医
薬
品

医
療
機
器
等
法
52
条
）
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
に
基
づ

い
て
記
載
さ
れ
た
も
の
を
一
般

に
添
付
文
書
（
能
書
）
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
添
付
文
書
に
従
わ

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
過
失
が

あ
っ
た
か
が
争
わ
れ
た
も
の
と

し
て
、
最
高
裁
判
所
平
成
8
年

1
月
23
日
判
決
（
民
集
50
巻
1

号
1
頁
）
が
あ
り
ま
す
。

2

最
高
裁
平
成
8
年

1
月
23
日
判
決

（
1
）　
事
案
の
概
要

　
虫
垂
炎
に
罹
患
し
た
Ｘ
（
当

時
7
歳
5
カ
月
）
が
昭
和
49
年

に
Ｙ
病
院
で
虫
垂
切
除
手
術
を

受
け
ま
し
た
。
手
術
中
に
心
停

止
に
陥
り
、
蘇
生
は
し
た
も
の

の
重
大
な
脳
機
能
低
下
症
の
後

遺
症
が
残
り
ま
し
た
。

　
Ｘ
に
対
し
使
用
さ
れ
た
麻
酔

剤
（
0
・
3
％
の
ペ
ル
カ
ミ
ン

Ｓ
）
の
副
作
用
と
し
て
、
注
入

後
に
血
圧
低
下
が
あ
る
こ
と

は
、
か
な
り
古
く
か
ら
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
昭
和
30
年
代
に

は
こ
れ
に
よ
る
医
療
事
故
も
多

発
し
た
た
め
、
腰
椎
麻
酔
中
は

「
頻
回
」
に
血
圧
の
測
定
を
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
自
体
は
臨

床
医
の
間
に
広
く
認
識
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、「
頻
回
」
と
は

ど
の
位
の
間
隔
を
い
う
の
か
に

一
致
し
た
認
識
が
あ
っ
た
と
は

い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
昭
和
47
年
か
ら
、

ペ
ル
カ
ミ
ン
Ｓ
の
添
付
文
書

に
、
麻
酔
剤
注
入
後
10
分
な
い

し
15
分
ま
で
の
間
、
2
分
間
隔

で
血
圧
の
測
定
を
す
る
こ
と
が

注
意
事
項
と
し
て
記
載
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と

も
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
昭
和

49
年
当
時
の
医
療
現
場
で
は
、

必
ず
し
も
2
分
間
隔
で
の
血
圧

測
定
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
5

分
間
隔
で
測
定
す
れ
ば
よ
い
と

考
え
る
医
師
も
か
な
り
い
た
よ

う
で
、
本
件
で
も
医
師
は
5
分

間
隔
で
測
定
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
ま
し
た
。

　
Ｘ
が
Ｙ
病
院
お
よ
び
担
当
医

師
ら
に
対
し
損
害
賠
償
を
求

め
、
医
師
の
指
示
の
当
否
が
争

わ
れ
ま
し
た
。

（
2
）　
判
決

　
最
高
裁
は
次
の
通
り
述
べ

て
、
患
者
の
請
求
を
棄
却
し
た

名
古
屋
高
裁
判
決
を
破
棄
し
、

差
し
戻
し
ま
し
た
。

　「
医
師
が
医
薬
品
を
使
用
す

る
に
あ
た
っ
て
添
付
文
書
に
記

載
さ
れ
た
使
用
上
の
注
意
義
務

に
従
わ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
医

療
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
き
特
段
の
合
理
的
理
由

が
な
い
限
り
、
当
該
医
師
の
過

失
が
推
定
さ
れ
る
。
…
…
仮
に

当
時
の
一
般
開
業
医
が
添
付
文

書
に
記
載
さ
れ
た
注
意
事
項
を

守
ら
ず
、
血
圧
の
測
定
は
5
分

間
隔
で
行
う
の
を
常
識
と
し
、

そ
の
よ
う
に
実
践
し
て
い
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
平
均
的
医
師

が
現
に
行
っ
て
い
た
当
時
の
医

療
慣
行
で
あ
る
と
い
う
に
過
ぎ

ず
、
こ
れ
に
従
っ
た
医
療
行
為

を
行
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
、

医
療
機
関
に
要
求
さ
れ
る
医
療

水
準
に
基
づ
い
た
注
意
義
務
を

尽
く
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
」

3
　
本
判
決
の
解
説

　
医
療
用
医
薬
品
の
投
与
を
受

け
る
患
者
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
こ
れ
を
使
用
す
る
医
師

な
ど
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す

る
目
的
で
、
最
も
高
度
な
情
報

を
有
し
て
い
る
製
造
業
者
ま
た

は
輸
入
販
売
業
者
は
、
医
薬
品

の
効
能
や
危
険
性
を
明
記
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
医
薬
品
を
使
用
す
る
医
師

と
し
て
は
、
添
付
文
書
に
記
載

さ
れ
た
注
意
事
項
に
従
っ
て
医

薬
品
を
使
用
す
べ
き
注
意
義
務

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
他
方
、
一
般
に
医
療
慣
行
は

本
来
合
理
的
な
根
拠
を
有
す
る

が
故
に
多
く
の
医
師
の
支
持
を

得
て
慣
行
と
な
る
も
の
で
し
ょ

う
が
、
中
に
は
医
学
の
進
歩
に

伴
う
新
し
い
知
見
の
下
で
合
理

性
を
失
う
も
の
も
あ
れ
ば
、
主

に
医
療
側
の
事
情
（
例
え
ば
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
や
経
費
の

節
減
な
ど
）
を
考
慮
し
て
慣
行

と
な
っ
た
も
の
も
あ
り
得
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
本
判
決
は
こ
れ

ら
の
こ
と
を
考
慮
し
て
医
療
慣

行
が
直
ち
に
注
意
義
務
の
基
準

と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

4
　
本
判
決
へ
の
批
判

　
も
っ
と
も
本
判
決
に
つ
い
て

は
、
医
師
か
ら
根
強
い
批
判
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
批
判
を
簡
単

に
述
べ
る
と
、「
添
付
文
書

は
、
製
造
業
者
ま
た
は
輸
入
販

売
業
者
が
責
任
を
問
わ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
わ
ず
か

で
も
危
険
性
が
あ
れ
ば
使
用
上

の
注
意
事
項
に
記
載
し
て
お

り
、
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
と
、

重
症
患
者
や
緊
急
を
要
す
る
患

者
な
ど
に
処
方
す
る
薬
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」「
併
用
禁
止

や
併
用
注
意
と
い
う
記
載
が
さ

れ
て
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
病

気
を
併
せ
持
っ
て
い
る
患
者
に

は
併
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

が
あ
る
」「
患
者
の
病
態
や
体

質
な
ど
に
応
じ
て
、
医
薬
品
の

効
用
と
副
作
用
を
踏
ま
え
て
処

方
す
る
の
は
医
師
で
あ
り
、
添

付
文
書
が
医
師
の
判
断
に
優
先

す
る
の
は
不
当
で
あ
る
」
な
ど

と
い
う
も
の
で
す
。

　
臨
床
の
現
場
に
お
い
て
は
、

特
に
緊
急
性
を
要
す
る
場
合
に

5
　
過
失
の
判
断
基
準

　
本
判
決
は
医
薬
品
の
添
付
文

書
に
つ
い
て
一
般
論
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
添
付
文
書
の
内

容
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
事
案

に
よ
っ
て
異
な
る
と
解
す
べ
き

で
す
。
添
付
文
書
に
従
わ
ず
、

悪
い
結
果
が
生
じ
て
裁
判
に

な
っ
て
も
、
必
ず
敗
訴
す
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

　
添
付
文
書
の
「
警
告
」
や

「
禁
忌
」
の
場
合
、
あ
る
い
は

今
回
紹
介
し
た
事
例
の
よ
う
に

内
容
が
明
確
な
場
合
（
注
射
速

度
な
ど
の
数
値
で
規
定
さ
れ
て

い
る
も
の
）
に
は
、
そ
れ
に
違

反
す
る
と
過
失
が
あ
っ
た
と
推

定
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
例
え

ば
添
付
文
書
の
記
載
事
項
の
一

つ
で
あ
る
「
特
定
の
背
景
を
有

す
る
患
者
に
関
す
る
注
意
」

（
投
与
に
際
し
て
他
の
患
者
と

比
べ
て
特
に
注
意
が
必
要
な
場

合
な
ど
の
記
載
。
平
成
29
年
6

月
8
日
厚
生
労
働
省
医
薬
・
生

活
衛
生
局
長
通
知
参
照
）
に
反

し
て
投
与
し
た
場
合
に
は
、
具

体
的
な
投
与
の
状
況
や
患
者
の

状
態
を
検
討
し
な
い
こ
と
に
は

当
該
投
与
に
つ
き
過
失
が
あ
っ

た
か
否
か
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
投
与
を
受
け
る
患
者

の
個
体
差
、
病
態
の
内
容
・
程

度
は
千
差
万
別
で
す
か
ら
、
添

付
文
書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
上

の
注
意
と
は
異
な
っ
た
取
扱
い

を
す
る
こ
と
に
合
理
的
理
由
が

存
す
る
場
合
も
あ
り
、
あ
る
い

は
患
者
の
生
命
を
守
る
た
め
に

あ
え
て
危
険
を
冒
し
て
治
療
行

為
を
す
る
こ
と
が
是
認
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
裁
判
に
お
い

て
過
失
の
有
無
を
判
断
す
る
際

に
は
、
医
師
が
添
付
文
書
に
反

す
る
医
療
行
為
を
し
た
理
由
を

十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
え
ま
す
。
そ
の
判
断
要
素

と
し
て
は
、
①
当
該
疾
患
の
重

大
性
や
他
に
有
効
な
治
療
法
が

な
い
な
ど
と
い
っ
た
「
治
療
の

必
要
性
」
に
関
す
る
事
情
②
当

該
医
薬
品
の
使
用
に
伴
う
「
副

作
用
の
内
容
、程
度
、頻
度
」
を

総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
す
る

こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

6
　
ま
と
め

　
医
師
は
添
付
文
書
に
記
載
さ

れ
た
注
意
義
務
を
必
ず
順
守
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
反
す

る
措
置
を
と
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
合
理
的
な
理
由
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま

す
。
医
療
機
関
の
主
張
す
る
理

由
が
当
時
の
医
療
水
準
に
照
ら

し
て
合
理
性
を
有
し
て
い
れ
ば

過
失
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
し
、

医
療
機
関
に
お
い
て
合
理
的
な

説
明
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば

過
失
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

は
、
あ
る
程
度
の
危
険
を
覚
悟

で
添
付
文
書
に
反
し
て
即
効
性

の
あ
る
処
方
を
す
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。
本
判
決
の
事
案

は
血
圧
測
定
を
2
分
間
隔
で
す

べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
5
分
間

隔
で
し
て
い
た
と
い
う
も
の

で
、
容
易
に
使
用
上
の
注
意
義

務
に
従
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

で
不
都
合
が
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
事
案
で
、
緊
急
性
を
要

す
る
場
合
の
用
法
外
の
使
用
な

ど
と
は
性
質
が
異
な
り
ま
す
。

第２回

申込締切
３月12日（火）

詳細・お申込は
こちらから

申込締切
４月16日（火）

詳細・お申込は
こちらから

対　象  会員・従事者
形　式 Zoomウェビナー
 ※ 会場（保険医協会会議室）参加ご希望の方は

電話でお申込み下さい。☎075-212-8877

〈参加証について〉ご希望の方には、アクセス記録を確認した上で参加証をお送
りします。本講習会は医療法に定められた「医療安全管理のための職員研修」（無
床診療所対象）に該当します。

2 0 2 4 年 (令和 6年) 3 月 1 0 日第 3 1 6 5 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

元裁判
官が

元裁判
官が

解説し
ます

解説し
ます

医療訴訟の
基礎知識

万が一の時にそなえて！

元大阪高等裁判所
部総括判事・弁護士

大島 眞一

医
薬
品
添
付
文
書
に
反
す
る
医
療
行
為

過
失
の
判
定
基
準
と
は
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能
登
半
島
の
復
興
へ

救
援
募
金
に
ご
協
力
下
さ
い

キ
ャ
ブ
ピ
リ
ン
配
合
錠
の
適
応
病
名

核抑止論はなぜいけないのか
核禁条約の意義（仮題）

講　師  明治大学法学部兼任講師　山田 寿則氏
日　時   4月13日（土） 14時～16時
場　所   京都府保険医協会・会議室（ウェブ併用）

※ 講演会は90分の予定、その後に短時間の総会議事

　ウクライナや中東での戦争で核のリスクが高まる中、核抑止論
を正当化する声が強くなってきています。核兵器禁止条約締約国
会議はこれを真っ向から否定し、安全な世界を実現する唯一の方
法は核兵器廃絶だと訴えました。講演会では締約国会議をウオッ
チしてきた山田寿則氏に、会議の模様も含め講演いただきます。
どなたでも無料で参加いただけますので、ぜひご参加下さい。

反核京都医師の会 定期総会・市民公開講演会

お申込は
こちらから

※雨の状況によっては温室等での植物鑑賞となりますのでご了承下さい。

323土

参加費

集合 京都府立植物園　北山門前
（地下鉄北山駅３番出口すぐ）

1,000円
（入園料含む、当日徴収）

定員 10人（先着順・要申込）

14：30～15：30頃
（雨天決行）

　春爛漫の京都府立植物園を訪
ねます。この時期は、園内のあ
ちこちで数々の品種の桜が咲き
誇っています。春に咲く花々も
あわせて、ガイドさんの案内で
鑑賞、午後のひとときを過ごし
ます。

植物園で桜を学ぶ植物園で桜を学ぶ

お申込は
こちらから

相談は無料
（1事案1回限り）
ご都合の良い日時で
相談できます

専門家との

無無料料相相談談
 弁護士

  日常生活・ 日常生活・ 
医業のトラブル医業のトラブル
 税理士

 相続、医院承継 相続、医院承継
 社会保険労務士

  スタッフ雇用、 
就業規則作成作成
 建築士

 新改築、リフォーム

　
詳
細
は
本
紙
第
3
1
6

4
号
に
記
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ
、
キ
ャ
ブ
ピ
リ
ン
配
合
錠

（
ア
ス
ピ
リ
ン
・
ボ
ノ
プ
ラ
ザ

ン
フ
マ
ル
酸
塩
配
合
剤
錠
）
が

減
点
さ
れ
た
。
病
院
か
ら
の
紹

介
患
者
で
、
病
名
は
狭
心
症

だ
っ
た
。
な
ぜ
減
点
さ
れ
た
の

か
。Ａ

、
キ
ャ
ブ
ピ
リ
ン
配
合
錠

の
効
能
・
効
果
は
「
狭
心
症

（
慢
性
安
定
狭
心
症
、
不
安
定

狭
心
症
）、
心
筋
梗
塞
、
虚
血

性
脳
血
管
障
害
（
一
過
性
脳
虚

血
発
作
、
脳
梗
塞
）、
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
術
施
行
後
あ
る
い
は

経
皮
経
管
冠
動
脈
形
成
術
施
行

後
」
の
疾
患
ま
た
は
術
後
に
お

け
る
血
栓
・
塞
栓
形
成
の
抑
制

で
す
が
、「
胃
潰
瘍
ま
た
は
十

　
ひ
ど
く
な
め
ら
れ
て
る
の
に
、

反
応
が
お
と
な
し
す
ぎ
な
い
か
。

　
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
の
ト

リ
プ
ル
報
酬
改
定
の
話
で
あ
る
。

　
診
療
報
酬
の
う
ち
薬
価
を
除
く

本
体
は
0
・
88
％
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
は
1
・
59
％
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
1
・
12
％
の
ア
ッ

プ
だ
と
い
う
。

　
具
体
的
な
点
数
は
横
に
置
い

て
、
マ
ク
ロ
に
考
え
て
み
よ
う
。

　
い
ち
ば
ん
の
問
題
は
、
物
価
上

昇
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　
診
療
報
酬
は
2
年
ご
と
、
介
護

と
障
害
福
祉
の
報
酬
は
3
年
ご
と

の
改
定
だ
か
ら
、
そ
の
間
の
物
価

上
昇
に
見
合
う
引
き
上
げ
で
な
け

れ
ば
、
実
質
的
に
ダ
ウ
ン
す
る
。

　
公
表
分
で
直
近
の
今
年
1
月
の

消
費
者
物
価
指
数
（
全
国
）
は
1

0
6
・
9
（
2
0
2
0
年
の
平
均

を
1
0
0
）。
そ
の
2
年
前
と
比

べ
て
6
・
6
％
、
3
年
前
と
比
べ

る
と
7
・
1
％
も
上
昇
し
た
。

　
そ
れ
だ
け
の
率
の
賃
上
げ
が
で

き
な
け
れ
ば
、
従
事
者
の
生
活
水

準
は
低
下
し
て
し
ま
う
。
今
回
の

改
定
は
実
施
時
期
が
6
月
だ
か
ら

2
カ
月
の
遅
れ
も
加
わ
る
。

　
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
が
ま
と
め
た
産
業

別
就
業
者
数（
2
0
2
3
年
平
均
）

を
見
る
と
、
医
療
・
福
祉
の
就
業

者
は
9
1
0
万
人
（
13
・
5
％
）

に
の
ぼ
り
、
製
造
業
（
1
0
5
5

万
人
）、
卸
売
業
・
小
売
業
（
1

0
4
1
万
人
）
に
近
づ
い
た
。
う

ち
6
8
1
万
人
は
女
性
で
、
女
性

の
最
大
の
就
業
先
で
あ
る
。

　
政
府
は
賃
上
げ
を
強
調
す
る
け

れ
ど
、
医
療
・
福
祉
の
賃
金
は
抑

え
込
む
の
か
。
そ
れ
で
は
経
済
対

策
と
し
て
も
ど
う
な
の
か
。

　
報
酬
改
定
は
さ
ま
ざ
ま
な
利
害

対
立
が
あ
っ
て
難
し
い
作
業
だ
が
、

物
価
・
賃
金
・
財
政
を
踏
ま
え
た

マ
ク
ロ
な
報
酬
水
準
の
設
定
と
、

政
策
的
意
図
を
持
っ
た
個
別
の
点

数
や
要
件
の
変
更
を
一
緒
に
や
る

か
ら
、
よ
け
い
に
や
や
こ
し
い
。

　
両
者
は
本
来
、
切
り
分
け
て
決

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
物
価
の
変
動
に
対
応
す
る
に
は

簡
単
な
方
法
が
あ
る
。
1
点
10
円

と
い
う
換
算
レ
ー
ト
（
介
護
・
障

害
福
祉
は
1
単
位
10
円
が
基
本
だ

が
、
地
域
差
が
少
し
あ
る
）
を
変

え
て
、
た
と
え
ば
1
点
10
・
7
円

に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。

　
昨
年
8
月
の
人
事
院
勧
告
は
国

家
公
務
員
の
給
与
を
年
収
で
見
て

3
・
3
％
増
や
す
よ
う
求
め
、
政

府
は
完
全
実
施
し
た
。

　
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
の
業

界
は
、
国
の
定
め
る
社
会
保
障
を

公
定
価
格
で
実
施
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
物
価
ま
た
は
人
事
院
勧
告

に
合
わ
せ
て
、
換
算
レ
ー
ト
の
引

き
上
げ
を
求
め
た
ら
ど
う
か
。

　
報
酬
増
が
経
営
者
の
懐
に
入
る

の
を
防
ぎ
た
い
な
ら
、
医
療
・
福

祉
に
業
種
別
・
職
種
別
の
最
低
賃

金
を
定
め
る
方
法
も
あ
る
。

　
「
処
遇
改
善
加
算
」
で
賃
金
を

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
厚
労
省
が
言

う
の
は
、
ま
や
か
し
だ
。

　
ま
ず
制
度
が
と
て
も
複
雑
で
、

多
大
な
事
務
作
業
を
伴
う
。

　
加
算
に
よ
る
増
収
は
、
す
べ
て

賃
金
引
き
上
げ
に
充
て
る
。
加
算

を
取
っ
た
初
年
度
は
い
い
が
、
次

の
年
度
以
降
は
、
そ
の
水
準
を
維

持
で
き
る
だ
け
。
今
回
、
加
算
率

の
引
き
上
げ
で
若
干
の
増
収
に
な

る
も
の
の
、
職
位
に
応
じ
た
賃
金

体
系
と
い
う
要
件
が
強
化
さ
れ
、

職
員
の
階
級
化
を
強
い
ら
れ
る
。

　
防
衛
費
の
膨
張
に
加
え
、
政
府

は
熊
本
の
半
導
体
工
場
だ
け
で
1

兆
2
0
0
0
億
円
も
補
助
金
を
出

す
。融
資
や
出
資
な
ら
ま
だ
し
も
、

お
金
を
あ
げ
る
補
助
。
お
金
の
使

い
方
が
偏
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
。

　
ス
ト
？　
デ
モ
？　
患
者
・
利

用
者
に
不
利
益
の
生
じ
な
い
効
果

的
な
抗
議
戦
術
は
な
い
も
の
か
。

「
実
質
ダ
ウ
ン
改
定
」に
コ
ブ
シ
を
上
げ
ろ
！

金
融
共
済
委
員
会

（
2
／
21
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
4
件
、
加
入
審
査

2
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

二
指
腸
潰
瘍
の
既
往
が
あ
る
患

者
に
限
る
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
胃
潰
瘍
瘢
痕
、
十
二
指
腸

潰
瘍
瘢
痕
な
ど
、
既
往
の
分
か

る
病
名
が
な
か
っ
た
こ
と
が
減

点
の
理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
消
化
性
潰
瘍
の
あ
る

患
者
は
禁
忌
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍

で
は
減
点
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

　
政
府
は
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本

部
」
を
設
置
し
、
医
療
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
。
医
療

情
報
を
保
険
者
、
医
療
機
関
、

薬
局
、
介
護
事
業
者
な
ど
で
共

有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、

さ
ら
に
電
子
処
方
箋
や
標
準
型

電
子
カ
ル
テ
な
ど
で
医
療
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
て
い
る
。
患
者
個
々

の
診
療
録
や
治
療
経
過
、
薬
剤

投
与
歴
な
ど
を
デ
ー
タ
化
し
、
な
ど
を
迅
速
に
確
認
で
き
、
救

命
に
も
役
立
た
せ
ら
れ
る
が
、

一
方
で
現
在
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生

し
、
利
用
率
は
4
％
台
程
に
し

か
達
し
て
い
な
い
。

　
医
療
Ｄ
Ｘ
と
し
て
開
始
予
定

の
「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
は
個
人
情
報
の
流

出
な
ど
が
懸
念
さ
れ
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
。
患
者
の
病
歴
・

服
薬
歴
な
ど
の
情
報
を
利
活
用

す
る
一
方
で
、
慎
重
な
対
応
と

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
安
全

管
理
が
欠
か
せ
な
い
。

　
医
療
Ｄ
Ｘ
に
必
要
な
電
子
カ

ル
テ
は
病
院
と
診
療
所
で
利
用

効
率
重
視
で
突
き
進
む
医
療
Ｄ
Ｘ

誰
も
が
取
り
残
さ
れ
な
い
政
策
を

医
療
機
関
間
で
情
報
を
共
有

し
、
安
全
で
効
率
的
な
治
療
を

目
指
し
て
い
る
。

　
今
回
の
能
登
半
島
地
震
や
コ

ロ
ナ
感
染
症
な
ど
の
非
常
事
態

で
患
者
が
救
急
搬
送
さ
れ
た
際

に
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
マ
イ
ナ
保
険

証
は
患
者
の
持
病
・
治
療
経
過

率
に
差
が
あ
り
、
診
療
所
の
利

用
率
は
半
数
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
政
府
は
2
0
3
0
年
ま
で

に
ほ
ぼ
全
て
の
医
療
機
関
に
電

子
カ
ル
テ
の
導
入
を
目
標
に
し

て
い
る
。

　
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
に
つ
い

て
、
協
会
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
年
齢
に
よ
り
意
見

保
険
部
会坂本

　
誠

文化ハイキング

に
差
が
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
苦
手
意
識
、
初
期
費
用
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
、
ク
ラ
ウ
ド

型
か
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
型
に
す
る

か
な
ど
の
問
題
が
多
く
噴
出
し

て
い
る
。
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

は
医
療
機
関
の
み
な
ら
ず
、
マ

イ
ナ
保
険
証
に
不
安
を
持
つ
患

者
や
対
応
で
き
な
い
患
者
に
も

考
慮
し
た
政
策
や
代
替
策
を
設

け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
医
療
Ｄ
Ｘ
と
い
う
医
療
界
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
革
命
は
、
産
業
革

命
に
似
て
い
る
。
産
業
革
命
で

は
多
く
の
人
が
職
を
失
う
一
方

で
、
新
し
く
ス
キ
ル
を
学
び
新

し
い
職
業
を
生
み
出
し
、
種
々

の
恩
恵
を
享
受
す
る
人
が
い

た
。
同
じ
よ
う
な
状
況
と
し

て
、
Ｉ
Ｔ
化
の
有
用
な
側
面
を

利
活
用
し
、
的
確
で
迅
速
な
治

療
・
診
断
に
役
立
た
せ
る
人
も

出
て
く
る
が
、
効
果
的
な
治
療

な
ど
の
恩
恵
か
ら
取
り
残
さ

れ
、
煩
わ
し
さ
に
悩
ま
さ
れ
る

だ
け
の
人
も
出
て
く
る
。
堅
固

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
下
で
使
い

勝
手
の
良
い
シ
ス
テ
ム
が
確
立

さ
れ
、
設
備
費
用
も
補
償
さ
れ

た
上
で
医
療
Ｄ
Ｘ
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
協
会
は
活
動
し
て
い

く
所
存
だ
。
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「
和
」
と
「
凛
」、
日
本
の
お
も

て
な
し
の
心
が
込
め
ら
れ
た
8
0

0
系
九
州
新
幹
線
「
つ
ば
め
」
で

熊
本
に
参
上
し
ま
す
。
熊
本
か
ら

特
急
「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」（
写

真
1
）
に
乗
っ
て
ロ
ー
カ
ル
な
鉄

ト
ン
カ
ラ
ー（
写
真
2
）、
外
の
光

が
差
し
込
む
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で

車
内
は
煌
び
や
か
に
彩
ら
れ
て
い

ま
す
（
写
真
3
）。
水
戸
岡
鋭
治

氏
の
心
憎
い
演
出
デ
ザ
イ
ン
の
動

く
ジ
ャ
ズ
バ
ー「
Ａ

－

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ

旅
で
行
こ
う
。
こ
の
観
光
列
車
の

テ
ー
マ
は
〝
走
る
ジ
ャ
ズ
バ
ー
、

海
辺
を
走
る
大
人
の
時
空
間
〞。

外
観
は
「
16
世
紀
大
航
海
時
代
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
古
き
良
き
天

草
」
を
表
現
す
る
黒
と
金
の
ツ
ー

Ｎ
Ｂ
Ａ
Ｒ
」で
す
。リ
ズ
ミ
カ
ル

に
響
く
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
を
聴
き
な

が
ら
、
海
の
眺
望
を
お
つ
ま
み
に

し
て
、「
Ａ
ハ
イ
ボ
ー
ル
」で
楽
し

む
旅
の
ひ
と
時
と
ひ
と
コ
マ
。名

曲「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」の
Ａ
、天

Ａ
列
車
で
行
こ
う

　
　
　
　
　
　
え
え
列
車
で
行
こ
う
、
え
え
旅
を
し
よ
う
（
Ｊ
Ｒ
九
州
）

玄
関
港
の
旅
情
を
感
じ
ま
す
。
終

着
駅
と
港
の
ひ
と
時
の
後
は
、
駅

弁
「
天
草
大
王
」
と
米
焼
酎
「
鳥

飼
」
を
買
い
、
帰
り
の
新
幹
線

「
み
ず
ほ
」
の
車
中
で
憩
い
、〝
大

王
の
帰
還
〞
の
夢
を
み
て
眠
り
に

落
ち
た
乗
り
鉄
ド
ク
で
し
た
。

　
今
回
の
推
し
地
酒
、
産
土
2

0
2
2
山
田
錦
木
桶
醸
造
三
農

醸
（
花
の
香
酒
造
、
玉
名
郡
、
熊

本
）

　
（
Ａ
列
車
で
行
こ
う　

2
0
1
8
年
9
月
乗
）

苔
栽
培
の
柵
の
造
形
美
や
有
明
海

干
潮
時
に
露
出
す
る
海
底
の
泥
の

文
様
な
ど
車
窓
を
鑑
賞
し
ま
す
。

名
が
特
急
に
も
か
か
わ
ら
ず
遅
い

動
き
が
特
級
モ
ノ
。
天
草
湾
の
旅

情
と
車
内
の
時
間
と
空
間
を
ノ
ロ

ノ
ロ
楽
し
む「
Ａ

－

ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
」。

え
え
列
車
で
す
。

　
ほ
ろ
酔
い
で
ほ
ろ
ほ
ろ
し
て
い

る
と
、「
記
念
の
お
写
真
を
お
撮

り
し
ま
し
ょ
う
か
」
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
が
耳
元
で
囁
き
ま
す
。
ほ
ろ
っ

と
来
そ
う
な
も
の
で
す
が
、「
拙

者
、
独
鉄
お
じ
ん
の
一
人
旅
。
気

遣
い
無
用
に
願
い
ま
す
。
記
念
に

お
嬢
さ
ん
を
お
撮
り
し
ま
ひ
ょ
」

（
写
真
4
）。
微
笑
み
が
じ
わ
っ
と

広
が
り
ま
す
。

　
三
角
駅
の
木
造
駅
舎
は
明
治
の

鉄
道
遺
産
。
高
い
天
井
と
大
き
な

窓
の
ち
ょ
っ
と
洋
風
な
洒
落
た
駅

舎
。
そ
の
向
こ
う
に
は
青
い
海
。

磯
の
香
り
と
潮
風
と
天
草
諸
島
の

恒
村
麗
子
氏
（
享
年
98
、
左

京
）
1
月
18
日
ご
逝
去
。

青
木
政
子
氏
（
享
年
92
、
西

京
）
2
月
5
日
ご
逝
去
。

植
松
寿
樹
氏
（
享
年
89
、
西

京
）
2
月
20
日
ご
逝
去
。

松
田
恒
知
氏
（
享
年
95
、
宇

治
久
世
）
2
月
24
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃　
報

『点数表改定のポイント』説明会
2024年度診療報酬改定　新点数検討会

24年度診療報酬改定の新点数や変更点を分かりやすく解説します。

1 京都市会場
日 時 ３ 月24日（日） 10時 ～ 12時30分 ： 入院

    　 14時 ～ 16時30分 ： 入院外
形 式 ハイブリッド形式（ Zoomウェビナー・会場）

 会場：テルサホール（京都テルサ内）
 　　　（京都市南区東九条下殿田町70　☎075-692-3400）

2 福知山市会場
日 時 ３ 月30日（土） 14時 ～ 16時30分
会 場 福知山医師会館講堂  　 共 催　（一社）福知山医師会

（福知山市字天田35-1 ☎0773-23-6039）

資料 『点数表改定のポイント』
※ 事前に全会員宛に送付します。会場で聴講される方は必ずご持参下さい。
　説明会当日も販売します（１冊 5,000円・税込・送料別）。

　
協
会
は
12
月
13
日
、
宇
治
久

世
医
師
会
と
の
懇
談
を
ウ
ェ
ブ

会
議
に
て
開
催
。
地
区
か
ら
19

人
、
協
会
か
ら
7
人
が
出
席

し
、
宇
治
久
世
医
師
会
の
石
原

由
理
理
事
の
司
会
で
開
会
。
冒

頭
、
堀
内
房
成
会
長
か
ら
「
24

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
あ
た

り
、
大
変
緊
迫
し
た
時
期
に
協

会
と
懇
談
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
、
有
意
義
な
時

間
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。
続
い
て
、
社
会
保
障

制
度
を
め
ぐ
る
差
し
迫
っ
た
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

24
年
度
改
定
に
向
け
て
、
中

医
協
で
外
来
管
理
加
算
の
廃
止

や
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
算

定
要
件
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て

い
る
。
財
務
省
は
〝
診
療
所
の

利
益
率
は
極
め
て
高
水
準
〞
と

の
デ
ー
タ
を
示
し
、
財
政
制
度

等
審
議
会
で
診
療
所
の
報
酬
単

価
5
・
5
％
引
き
下
げ
を
提
起

す
る
な
ど
、
診
療
所
を
狙
っ
た

マ
イ
ナ
ス
改
定
を
主
張
し
て
い

る
。
協
会
は
「
こ
れ
ら
の
主
張

は
断
じ
て
容
認
で
き
ず
、
具
体

的
な
改
善
点
も
含
め
て
要
望
書

を
提
出
し
た
。
患
者
数
が
コ
ロ

財
務
省
デ
ー
タ
は
実
態
反
映
せ
ず

地
域
医
療
守
る
開
業
医
の
正
当
な
評
価
を

宇
治
久
世
医
師
会
と
懇
談

12
月
13
日　
ウ
ェ
ブ
会
議

政
の
要
請
に
応
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
面
が
あ
る
。
診
療
以
外

の
業
務
へ
の
理
解
と
対
価
を
求

め
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
」
と

応
え
た
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
、

地
区
か
ら
の
「
政
府
は
現
実
を

踏
ま
え
て
考
え
て
お
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
に
紐
づ
け
る
こ

ナ
禍
前
の
よ
う
に
戻
ら
ず
経
営

が
厳
し
い
診
療
所
も
あ
り
、
財

務
省
の
デ
ー
タ
は
信
憑
性
が
不

明
。
収
入
増
の
診
療
所
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
な
ど
献
身
的
に
対
応

し
た
結
果
で
、
そ
の
点
が
勘
案

さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。

地
区
か
ら
は
「
医
療
法
人
の

デ
ー
タ
を
使
っ
て
お
り
、
非
常

に
バ
イ
ア
ス
が
か
か
る
。
診
療

時
間
外
の
学
校
医
や
集
団
検
診

な
ど
の
出
務
の
負
担
も
評
価
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
意
見
が
挙

が
っ
た
。
協
会
は
「
診
療
所
は

地
区
医
師
会
の
一
員
と
し
て
行

と
で
強
引
に
普
及
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。
国

民
は
こ
う
い
っ
た
進
め

方
に
つ
い
て
い
け
て
お

ら
ず
、
利
用
率
は
4
・

54
％
と
低
位
に
止
ま
っ

て
い
る
」
と
の
意
見
に

対
し
、
協
会
は
「
保
険

証
廃
止
延
期
法
案
が
成

立
す
る
よ
う
国
会
議
員

に
働
き
か
け
て
お
り
、

制
度
を
利
用
で
き
な
い
人
の

フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
整
え
た
上
で

普
及
を
進
め
る
よ
う
訴
え
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
、
中
川
雅
生
副
会
長

か
ら
「
社
会
保
障
制
度
の
課
題

や
情
報
提
供
・
討
論
を
通
し
て

理
解
が
深
ま
っ
た
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
閉
会
し
た
。草（

Ａ
ｍ
ａ
ｋ
ｕ
ｓ
ａ
）の
Ａ
、

そ
し
て
、大
人（
Ａ
ｄ
ｕ
ｌ
ｔ
）

の
Ａ
、
列
車
が
目
指
す
Ａ
ク

ラ
ス
の
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
。

九
州
の
Ａ
列
車
は
、
16
世
紀

か
ら
南
蛮
文
化
が
入
っ
た
天

草
ゆ
か
り
の
欧
州
イ
メ
ー
ジ

で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
内
装
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
見

て
徘
徊
し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で

カ
ボ
ス
の
カ
ク
テ
ル
を
舐
め

な
が
ら
ジ
ャ
ズ
を
聴
き
、
海

『新点数・介護報酬Ｑ＆Ａ レセプトの記載』説明会
1 京都市会場
日 時 ５ 月23日（木） 14時 ～ 16時30分
会 場 テルサホール（京都テルサ内）（京都市南区東九条下殿田町70　☎075-692-3400）

2 福知山市会場
日 時 ５ 月25日（土） 14時 ～ 16時30分
会 場 福知山医師会館講堂  　 共 催　（一社）福知山医師会

（福知山市字天田35-1 ☎0773-23-6039）

資料 『新点数・介護報酬Ｑ＆Ａレセプトの記載』  1冊 2,000円
※ 事前購入をお願いします（今回から全会員への無料配布はいたしません）。説明会当日も販売します。

村上  匡孝（綴喜）

乗り鉄ドクの

vol.15

写真 4

写真 1

写真 3

写真 2

京都市会場の
Zoomウェビナー
参加のお申込は
こちらから

出
席
者
26
人
で
開
催
さ

れ
た
宇
治
久
世
医
師
会

と
の
懇
談

　過去の連載は、京都府保険医協
会のホームページからもご覧いた
だけます。
　本紙     3149号からはカラー写真で
ご覧いただけるようになりました。

https://healthnet.jp
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